東京「君が代」裁判　星野です。

2・18東京「君が代」裁判（二次訴訟）第４回口頭弁論傍聴者の声を送ります
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　１０・２３通達が教育の解体の象徴になっている

原告側証人尋問：野田正彰さん　関西学院大学教授：精神医学
＊「１０・２３通達は、誠実な教員を持続的に壊し続ける、少数者に対する多数の暴力だ」と証言された。野田正彰先生に感謝します。都教委はいつまで人間を壊し続けるのか、怒りに耐えない。　（Ｏ　原告）

＊野田先生の教師の心の中を見抜くような深い洞察―「職業倫理の確立が破壊された。君が代はその破壊のシンボルにすぎない。」に感銘を受けました。教師は二度教師になる。生徒と深く関わり合う中で、生徒を取り巻く障害に共に立ち向かおうとする姿勢―これが職業倫理だと指摘された点に深い共感と感謝を覚えた。私たちの言いたい事を代弁してくださったことに謝意を表したい。　（Ｎ　原告）

＊「１０・２３通達が教育の解体の象徴になっている。」の言葉が強く印象に残りました。１０・２３通達から、３月の卒業式、都教委の聞き取り、処分という当時の自分自身の心を解明されたように思いました。否認→怒りの段階で退職しましたが、今も現職であったあら、どうなっていたか、想像するとゾッとなります。現場の無気力状態の広がり、まさに教育の解体と感じます。　　（Ｙ　原告）

＊精神科医の野田先生に対して、都教委側代理人は何とかあげ足を取ろうとして、結局失敗して、裁判長に制止されていましたが、専門家の意見をおとしめようとするさまに、正直驚きました。彼らは、家族の前ではあのようなあさましい姿はできないだろうにと思いました。　　（Ｎ　原告）

＊野田先生の分析を伺い、この件は言論・思想・信条の自由を侵すものでありますが、起立、不起立の態度を示すことを求められている立場の人以外にも、子どもたち、保護者、教委の職員ｅｔｃこれに直接間接に関わったすべての人に影響するものです。「事件」を作り出し、「従う、従わない」という２つの区分けを作り出すことで、不安・恐怖を社会に作り出し、対象者以外の人も破壊されていくこと、社会のロボット化がすすんでいること、ファシズム化・民主主義の破壊のテコとされていることが明らかになりました。　　（Ａ　元私立高教員）

＊とても印象的な証言だった。命令で成り立つならば教育は誰にでもできる。子どもを思い、生活環境を理解して納得の上に行うのが教育、免許を持っただけでは教員ではない。「１０・２３通達」は、君が代強制にとどまらない「教育の解体の象徴」。「最も貴重な良質な教員を無力化していく。これは、文化の否定、文明の否定」。都教委は「働いている人間を支える」のではなく「壊している」。反対尋問で、野田先生の「鑑定」の誘導性にケチをつけようとしていたが「職員会議での挙手・採決禁止アンケート」を校長から、聞き取りをして「言論の自由はない」とないとした都教委にそんなこと言う資格などはない。　　

＊証言を聞きながら、思い出に胸が痛くなり、涙が出てきました。自分のこととして、又全国の教師の立場を思いおこし、又身近に休職から退職に追い込まれた教師仲間のこと、児童、生徒たちのことを具体的に思い起こします。はじめて処分を受けた時に出向いた時の都教委職員たちの異常さ、事情聴取の時、弁護士立会いを求めた時の職員のヒステリックな対応・・・。すべての民主主義、人権の否定に抵抗した歴史上の多くの人たちのことを、今たたかっている人たち、殺されていった人たちのことを思いました。
　　（Ｉ　原告）

＜ヒゲメモ＞
　東京「君が代」裁判は、２００４年度原告（１７２名）の「一次訴訟」と２００５～２００６年度原告（６６名）の「二次訴訟」の二つに分かれて民事１９部・中西裁判長で訴訟が進行しています。原告はいずれも都立学校の教職員です。本日は「二次訴訟」の第４回口頭弁論です。「一次訴訟」の判決が３月２６日にあることもあり、本日は１０時開廷ですが、早朝８時に地裁前に集合し、マイクでの訴えとチラシ配布で訴えました。支援の市民の方含めて３０人の人が姿を見せてくださいました。感謝。
　前日も都教委に加藤弁護士を先頭に、都立国際高校保護者でつくる「国際高校有志の教育を考える会」の方も含めて、「日の丸・君が代」強制反対・予防訴訟の会、私たちの「被処分者の会」含めた５者の団体が「１０・２３通達」の撤回などを求めて、署名５７３３筆を提出しました。相変わらず責任ある立ち場の人は絶対に姿を見せることはありません。そこに、教育を破壊し続けることの都教委のやましさが透けて見えます。
　「１０・２３通達」は、「おかしいぞ、変だぞ」と当り前のこと発言する教師の口を「処分」によって封じ込める先にあるものは、教育破壊だけであることは明らかになっています。そのことは、本日の野田先生の証言は傍聴者の皆さんの声にありますのでお組み取りください。いかに都教委が「教育の自由」を奪いとり、「教育を解体」しているか明らかです。子どもの明るい未来を再び取り戻すためにも負けるわけにはいきません。

　　　　　　　　（原告・弁護士代理人２０名・傍聴支援者１４０名。心から感謝　星野）

